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○ 自ら探求的に学ぶ生徒

○ 礼儀正しく、節度ある生活をする生徒

○ 健康で、安全な生活をする生徒

◇ 自分に自信を持ち、行動できる生徒（今年度重点目標）

～先輩の講話から学んだこと～

７月２日（月）、浪江町教育委員会事務局主事の木

村郁也様を講師にお招きし、「ふるさと浪江講演会」

を開催しました。浪江中学校にゆかりのある方からお

話を伺うことにより、今後の自分の生き方の参考にす

ることが目的です。

木村様には、現在の浪江町の風景や行事の写真を持

ってきていただき、昔と変わらぬ美しさやなつかしさ

に触れ、参加者一同感動を覚えました。

講話では、ご自分の震災後の体験談を交えながら、

「震災を通して学んだこと」「大切にしていること」「将来の夢」「中学校・高校でぜひやってほ

しいこと」等についてお話いただきました。

私自身特に心に残っている内容は、自分がふくしま駅

伝の選手として出場したときに、サポートしていただい

た町職員の姿を見て、今度は自分がサポートしてあげた

いと思い町役場を受験したというものでした。ふるさと

浪江に対する感謝の思いがいっぱいつまった話で、思わ

ず胸が熱くなりました。

木村様は就職してまだ３年という若さですが、学生時

代の部活動の経験と震災の経験をバネにして、信念を持

って生きていることに感銘を受けました。

浪江中先輩としての温かく力強いメッセージに生徒達はきっと何かを感じてくれたと思いま

す。木村様、本当にありがとうございました。

６月２７日に浪江町長 馬場 有 様がご逝去されました。

これまで浪江町のためにご尽力いただきました。哀悼の意を

表しますとともに、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

浪江中だより
教 育 目 標


